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カリキュラムマップ
豊かな人間性 基本的知識と技術 他者との信頼関係 子ども家庭福祉 地域連携支援

入 

学

卒
業

卒業認定・
学位授与
の方針

（ＤＰ）

⑴基礎的教養を身につ
け、誠意と思いや
りのある豊かな人
間性を備え、福祉、
保育、教育に携わ
る社会的責任と倫
理観について理解
している。

⑵ケアスペシャリストとし
て必要な保育及び幼児教
育に関する基本的知識と
技術を修得している。

⑶ケアスペシャリス
トとしての自覚を
持ち、他者との信
頼関係構築の重要
性を理解できてい
る。

⑷社会福祉の視点
に立って、その
最善の利益を保
証できる思考力
と実践力を修得
している。

⑸保護者ニーズを的確に捉え、地域・
関連機関と連携することの必要性を
理解している。

学習成果

１）社会における保育
者、教育者の役割を
理解し、福祉、保育、
教育の総合的な知識
をもとに行動するこ
とができる。

２）他者の置かれた立
場を尊重しながら、
自らの考えを伝える
ことができる。

３）子どもの心身の発達に
関する正しい知識のも
と、子どもの発達に合わ
せた適切な関わりや援助
を行うことができる。

４）保育、教育内容とその
指導法についての知識を
習得し、遊びなどの具体
的な活動を計画し、実施
することができる。

５） 相 手 の 立 場 に
なって考え、円滑
な人間関係の形成
につながるコミュ
ニケーションを取
ることができる。

６）保育、幼児教育、
社会福祉に関す
る基本的な理論
や知識を身につ
ける。

７）子どもの最善
の利益を最優先
に 考 え、 保 育・
教育の計画を立
案、実施する技
術を身につける。

８）多様な社会において、様々な立場
の保護者に寄り添い、尊重し、共に
子どもの成長を喜び合うことができ
る。

９）保育及び幼児教育の現状を的確に
把握し、子ども、保護者に必要な関
わりを選択することができる、ある
いは、必要な機関へ繋ぐ知識を身に
つける。

10）地域の人々との交流を通して地域
の文化・歴史を把握し、地域に貢献
する意義を理解することができる

２
年
次
履
修

後　

期

□こころの科学
〇生命倫理
〇健康と運動Ⅰ
〇生涯スポーツⅡ

子どもの食と栄養
保育・教育相談
子どもと造形表現論

子どもと絵本
保育・教職実践演習

（幼稚園）
応用ゼミナール

特別な支援を必要
とする子どもの理
解と方法

子育て支援

教育実習　　保育実習ⅡまたはⅢ

前　

期

〇健康と運動Ⅱ
◇地域交流実践

保育内容の指導法Ⅲ（言葉）
いのちと環境
子どもと造形表現
子どもの音楽Ⅱ
子どもの保健
子どもの健康と安全
乳児保育Ⅱ
幼児保育特講

教育実習指導
保育実習指導Ⅱ
保育実習指導Ⅲ
応用ゼミナール

子ども家庭支援論
子ども家庭支援の心理学

教育実習　　保育実習ⅡまたはⅢ

１
年
次
履
修

後　

期

△暮らしの中の数学
◇キャリア形成Ⅱ
　生涯スポーツⅠ

保育者論
保育内容　総論
保育内容の指導法Ⅰ

（健康・表現）
保育内容の指導法Ⅱ

（環境・人間関係）
子どもと人間関係
乳児保育Ⅰ
子どもの理解と援助
幼児教育の方法
基礎ゼミナール

教育実習指導
保育実習指導Ⅰ

子ども家庭福祉
社会的養護Ⅱ

教育実習　保育実習Ⅰ

前　

期

◎暮らしの中の憲法
△キャリア形成Ⅰ
△英語表現
△情報処理演習

保育原理
教育原理
保育・教育の心理学
教育課程の編成と評価
子どもと音楽表現
子どもと健康
子どもと環境
子どもと身体表現
ことばと表現
子どもの音楽Ⅰ
子どもと運動遊び
基礎ゼミナール

社会福祉
社会的養護Ⅰ

○ひとの命と健康を考える　□ひとの可能性を考える　 　◇ひとの生活を考える　◎ひとの権利を考える　△学修の基礎力を培う

入学者受
入れの方
針（AP）

⑴　子どもの育ちと生活に興味・関心がある。
⑵　誠実に人と向き合える。　
⑶　人の話をよく聴き、自分の考えを伝えることができる。
⑷　学びや体験の機会に意欲的に取り組むことができる。
⑸　入学後の学修に必要な基礎学力がある。


